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論 文 の 内 容 の 要 旨
　バングラデシュの市民社会は 2つの顔を持っている。ノーベル平和賞を得たグラミンバンクの指導者ユヌ






　本書は以上のような目的を有した全 6章構成，付録文献目録込みで 300 ページ余りの論文である。その構
































審 査 の 結 果 の 要 旨
　論文は，バングラデシュの市民社会と政治の関係について，初めて本格的なサーベイリサーチの手法を導
入し，他の方法も動員しつつ体系的な検討を行ったものである。対象はある程度バングラデシュの平均的な
地域と考えられるラシャヒ・デスクリクト（全国 6州の 1つであり，ラシャヒ州の首都，64 県の一つ，人
口 220 万人）であり，そこで 4000 近く存在する市民社会組織から 1200 余の対象をサンプルとして抽出し，
面接調査員による質問紙面接を行い，504 の回答を得ている。ケース自体は，母集団が多様な協同組合が 7
割近くを占めるのに対して，社会福祉関連団体の比重が高いというような偏りが見られる。いずれにせよこ
うした体系的な調査が初めてなされた点を考慮し評価すべきであろう。またサーベイを補う質的なデータと
して新聞記事の内容分析も行っており，現実への接近に厚みをましている。
　これまでに市民社会研究は，次第に実証性を深めてきているとはいえ，途上国における体系的な実証研究
は遅れている。特にバングラデシュについての研究は，援助する NGOと受け手である団体の関係に絞った
研究や NGO実務家によるものが多く，研究方法も少数事例へのインタビューや経験的な印象的記述が多く，
必ずしも学問的業績は多くない。そうした中にあってタスニム氏の業績は理論動向も押さえ，方法的にも秀
逸である。
　他方で，比較研究がやや表面的であり，またデータ分析も基本的なものに止まっており，結論自体もこれ
までの通説的なものと大きく変わるところはないという批判も可能である。特にデータを活用して，活力の
ある市民社会と民主主義の定着への分析がさらになされる可能性は存在した。また理論的貢献のための，よ
り深い洞察が課題として残っている。こうした限界はあるものの，本研究は，バングラデシュの市民社会へ
の初めて方法論的に優れた手法を導入し，体系的に分析した研究であると評価できる。
　よって，著者は博士（政治学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
